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(57)【要約】
【課題】小口径フルレンジスピーカーユニットでは低音
域が不足し、また出力自体が小さいため既存のスピーカ
ー装置設計原理ではハイエンドの水準に達する事は不可
能と思われる。小口径フルレンジスピーカーユニットを
使用し聴取者満足度の高い音響性を持ち、意匠性に優れ
たスピーカー装置を発明する。効率よく音声波を放射す
ることと、貴重な出力エネルギーの一部としてスピーカ
ーユニット本体の振動を音響的に積極的に活用するスピ
ーカー装置があらたなニアフィールドスピーカー装置と
して有用である。
【解決手段】筐体として皮革縫製サッカーボール等を使
用し柔軟な外皮と、空気圧によって圧力を生じるバルー
ン壁との間に形成する外部と通気された空間にスピーカ
ーユニットを配置、筐体部材の張力とバルーンの圧力を
利用して開口部に向け定位保持させる新たに開発した球
形スピーカー装置によって解決される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
筐体として皮革ボール等を使用し柔軟な外皮と空気圧によって圧力を生じるバルーン壁と
の間に形成する外部と通気された空間にスピーカーユニットを配置、筐体部材の張力とバ
ルーンの圧力を利用して定位保持させる構造体として具現される新たに開発した球形スピ
ーカー装置。
【請求項２】
その設計基本原理が柔軟な皮革（合成皮革その他の重合物等含む）からなる所定の枚数の
パネルを縫製する事によって形成される外皮と内包されるバルーンで構成されるボール（
例えばサッカーボール等）の外皮とバルーンの間隙にスピーカーユニットをおさめ外皮の
一つのパネルに開口した開口部に当該スピーカーユニット前面を指向しパネルの張力とバ
ルーン壁張力およびバルーン内部の圧力によって固定、開口部にコーン振動部前面を正し
く定位保持させるものである新たに開発した球形スピーカー装置。
【請求項３】
設計原理上１個もしくは複数個のスピーカーユニットを固定用の剛性部材なしに容易かつ
安定して筐体内に保持し駆動させる事が出来る新たに開発した球形スピーカー装置
【請求項４】
装置筐体は球面形状をなしスピーカーユニット前面から安定した球面波を放射する柔らか
な部材による新たに開発した球形スピーカー装置。
【請求項５】
使用時任意の場所に移動可能な架台、あるいはネットなどにて設置、下垂して、あるいは
装置を聴取者が自ら身体に接するように保持して使用出来ることを特徴とする新たに開発
した球形スピーカー装置。
【請求項６】
基本原理が筐体の外皮パネル形状、筐体の直径変更によっても損なわれない事を特徴とす
る新たに開発した球形スピーカー装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、軽量で簡単な構造体からなる新たなスピーカー装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
スピーカーユニットは電磁的な原理で音を発生する。
【０００３】
スピーカーユニット前面に放射される音声波はスピーカーユニットの持つ周波数特性の範
囲においてソース音源を忠実に再現している。
【０００４】
本発明は軽量な構造ながらこの前方への音声波を効率よく放射させるものである。
【０００５】
一般的スピーカーユニットの音声発生原理からスピーカーユニットの後面に発生する逆位
相の音声波は前方と同じエネルギーで放散されまた振動板がエッジとダンパーにて接合さ
れたスピーカーユニットのフレーム等剛性本体は駆動時に反作用のためその慣性に応じた
振動を必ず発生させる。
【０００６】
こうした物理的に避けられない現象がスピーカー装置の再生音に様々に影響を及ぼすこと
が知られている。
【０００７】
優れたスピーカー装置のエンクロージャーにもとめられる要件は後方への逆位相の音声エ
ネルギーを減衰させることとスピーカーユニットの振動の影響による雑音声発生を防ぐ事
である。
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【０００８】
高剛性部材を使用した従来のエンクロージャーでは上記「０００５」、「０００６」の解
決を求めるためより大きな内部容積と極めて重い部材の使用による対応が必然となってい
る。
【０００９】
普及型のコンパクトなエンクロージャーではサイズ、重量の妥協を求めるため、フルレン
ジスピーカーユニットの使用時バスレフポートあるいはパッシブユニットの付加などでス
ピーカーユニット前面から生じる音声に二次的な音声を重ねる事を許容したデザイン上の
工夫が加えられる。
【００１０】
われわれは左右の耳で音声情報をもっぱら知覚する。動物の鳴き声歌声楽器等おのおのそ
の定位が明確な音源で構成される音声情報を再生する場合、点音源から忠実な音声を再生
放射した場合に最も好ましい定位感を得る事が出来ると考えられ、ステレオスピーカー装
置については優れたフルレンジスピーカーの能力を最大限生かす単体ユニット構成の装置
がその設計上すぐれたものとされている。製作技術の向上により１～３インチ（２．５ｃ
ｍ～８ｃｍ）の小口径フルレンジスピーカーユニットが利用できるようになった。小口径
フルレンジスピーカーユニットを使用して点音源に近い音声放射を利用する新たな装置製
作にはコンパクトなものであってもエンクロージャーのデザインによって二次的な音声発
生を恣意的に許容する工夫は採用出来ない。最近防音マフラー構造に類似の筐体設計で後
面波を減衰する特許が公開されたが構造が複雑である。（特許文献１）
【００１１】
また、スピーカーユニットの振動による雑音声の発生にたいする対処には剛性部材を筐体
とする限り軽量化には限界がある。
【００１２】
従来のスピーカー装置ではスピーカーユニットはフランジに数カ所特定部位に開けられた
固定穴を貫通するネジにてバッフル板に固定され、スピーカーユニットは自重重力にてそ
の固定から離反する方向のモーメントをもった力学的ベクトルを受けた状態で保持されて
駆動する。
【００１３】
この状態で駆動するためネジ固定部位に力学的なストレスが振動の度に集中し不規則な雑
音声発生の素地となるばかりでなくスピーカーユニットバッフル板双方の強度疲労を呼ぶ
。
【００１４】
固定が強固であれば剛性体のスピーカー装置自体がスピーカーユニットの振動の影響を全
体で減衰する事無くうけることになり、対処として自重を大きくすることが必要となる。
【００１５】
バッフルには弾性の部材を介して接するのみでスピーカーユニットに仮想グランドと称し
た重量物を固定下垂あるいは筐体外に固定させる方式でスピーカーユニットの振動の影響
をエンクロージャーに与えない方式の装置開発があるが、スピーカーユニット側の自重を
重くする事で慣性を増大する解決策であり、装置としては軽量とはならず、またスピーカ
ーユニットに重量物の固定などの操作が加わる。（特許文献２）
【００１６】
一方で人は音を、響き、振動、としても知覚することが知られ、大音響のスピーカー装置
から生まれる重低音を高音質として好む傾向がある。スピーカーユニットの振動を有害な
雑音声の発生要因としてのみ捉えることなく、小出力である小口径フルレンジスピーカー
ユニットではその限られた出力エネルギーの重要な要素と捉え、利用することは望ましい
音響効果を得るために有益である。
【００１７】
音響的には人は音を耳で聞く音波とともに身体に響く振動をも含めて知覚することで満足
度が高まると言われている。（非特許文献１）
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【００１８】
低音域を加工し体感音響振動を別に発生させる音響装置が開発されている。
【００１９】
小出力である小口径フルレンジスピーカーユニットを使用した音声特性、音響的満足度と
もに優れたニアフィールドを想定したスピーカー装置を簡単な構造で設計することは有益
である。
【００２０】
スピーカー装置を設置して聴取する場合、多くの装置ではその設置時にスピーカー装置の
指向性が規定される。安定した状態で自由に指向方向を変更することは難しい筐体デザイ
ンが多い。
【００２１】
指向性の高い高音域を備えた高級なマルチウェイステレオスピーカー装置に対し、フルレ
ンジスピーカーユニットを使用して聴取者が限定したリスニングエリアに静止していなく
ても穏やかで広がりのある音場を提供出来るいわゆる無指向性装置として種々の製品が供
せられている。タイプとしては球形あるいは多面体の多指向スピーカー、もしくはユニッ
トの指向性を聴取者に対して垂直にあるいは水平に直行させた事で、便宜的に無指向を称
するものがある。
【００２２】
単体でモノラルな音源を再生するのでなく、ステレオ等複数のスピーカー装置を使用した
再生では互いの音声の干渉が生じるため、無指向性スピーカー装置でも必ずしも音場が安
定する訳でなく、設置する室内空間に生じる反射成分にも影響を受ける。多指向にしたり
、指向方向を聴取者に直行させることは高音域の室内での反響成分を増やすことでこの干
渉の影響を和らげる事から得られる音場感を利用していると考えられ、そうした装置の設
置についても容易に設置位置が変更出来ることが望ましい。逆に聴取者が移動せず定位置
で聴取する場合にはフルレンジスピーカー装置の点音源としての特徴は指向性を高めてリ
スニングエリアをクリアにする時望ましい結果を得る事が出来るため指向性スピーカーと
して設置することが勧められる。すなわち普及型のニアフィールドスピーカー装置には設
置方向の自由度が重要な特性となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００２３】
【特許文献１】特開２０１０－１５３９５２号公報
【特許文献２】特開２００１－２２４０８９号公報
【非特許文献】
【００２４】
【非特許文献１】小松　明：身体で聴く音響装置、ボディソニック・システム、日本オー
ディオ協会誌　１９８１年、２１巻６号、Ｐ．５４－６０
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２５】
定位性の良いステレオスピーカー装置は優れたフルレンジスピーカーの能力を最大限生か
す単体ユニット構成の装置がその設計上すぐれたものとされている。
【００２６】
一方で人は音を、響き、振動、としても知覚することから、大音響のスピーカー装置から
生まれる重低音を聴取者が高品質として好む傾向があり、小口径フルレンジスピーカーユ
ニットの低音域不足はその弱点ともなっている。
【００２７】
製作技術の向上により１～３インチ（２．５ｃｍ～８ｃｍ）のコンパクト小口径フルレン
ジスピーカーユニットが手軽に利用できるようになった。人の耳介程度で点音源に近い大
きさとなったため複数のスピーカーユニットを一列のアレイ配列にした超指向性ラインア



(5) JP 2012-124876 A 2012.6.28

10

20

30

40

50

レイスピーカーや、球面体の筐体に配置して多チャンネルで音声放射し立体音場を実現す
るモデル開発にも利用されている。しかし、スピーカーユニット単体を使用した一般の聴
取用のスピーカー装置には従来のエンクロージャー筐体の原理がほぼ踏襲されその範囲で
意匠を加えたスピーカー装置がもっぱらで、スピーカーユニットの小型化に対応した新た
なスピーカー装置設計の余地がある。
【００２８】
点音源に近く優れた定位性が得られる小口径のフルレンジスピーカーは技術の進歩によっ
て特性がさらに向上することが期待されるが、低音域に不足があることも事実である。小
口径のフルレンジスピーカーを使用して聴取者の満足度の高い音響性を持ち、意匠性にも
優れた軽量スピーカー装置を簡便に製作しうる基本原理を開発することが必要である。
【００２９】
従来のエンクロージャー設計の概念ではその筐体および装置設計には一般的なスピーカー
ユニットの音声発生原理から必ず生ずる振動板後面波の存在とスピーカーユニット本体の
振動の影響から生じうる雑音声を克服するため重量と大きさを要する課題が数多く、高音
質を求めるスピーカー装置はきわめて重く大きなものとなる。
【００３０】
現在まで種々考案されているいわゆる球形あるいは多面体スピーカー装置においても同様
である。小口径フルレンジスピーカーユニットは重低音域が不足し、また出力自体が小さ
いため既存のスピーカー装置設計原理ではハイエンドのスピーカー装置の水準に達する事
は不可能と思われる。効率よく音声波を放射することと、貴重な出力エネルギーの一部で
あるスピーカーユニット本体の振動を封じ込めるのでなく音響的に積極的に活用するスピ
ーカー装置があらたな小型のニアフィールドスピーカー装置として有用である。
【００３１】
再生時にはスピーカー装置の特性に設置室内の環境が大きく影響し、また聴取する人の姿
勢、動きなどにも影響される。ニアフィールドスピーカー装置には設置位置、設置方向の
自由度が高い軽量なものが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【００３２】
本発明ではエンクロージャーに剛性部材を使用しない。
【００３３】
本発明の原理は筐体として皮革ボール等を使用し柔軟な外皮と空気圧によって圧力を生じ
るバルーン壁との間に形成する外部と通気された空間にスピーカーユニットを外皮の張力
とバルーンの圧力を利用して定位保持させる構造体として具現される。
【００３４】
本発明ではスピーカーユニットが、フランジは全周が柔軟な外皮内面に接し、スピーカー
ユニットの後面マグネットハウジング部はバルーン壁の表面に接し外皮の張力およびバル
ーンの圧力とバルーン壁の張力によって挟み込まれて保持されている。
【００３５】
この状態はスピーカーユニットの指向する方向によらず安定している。
【００３６】
駆動時のスピーカーユニットの振動は基本的にはボイスコイル、コーンの振動との反作用
で生じるもので、ユニットの軸に対して前後方向への振動である。
【００３７】
本発明によるスピーカーユニット保持力は非駆動時には外皮張力とバルーンの圧力および
バルーン壁の張力によって平衡状態を得ているが、駆動時には前方への変位は外皮の張力
増によって制動され、後方への変位はバルーン壁の張力増とバルーンの圧力上昇およびバ
ルーン圧上昇に対抗して筐体を広く覆う外皮パネル全体に発生する張力増により制動され
る事になる。
【００３８】
制動とともに筐体構造全体が振動板の音声に反作用的に派生した低音域主体の心地よい体
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感音響振動を呈することになり、柔軟な構造体である球面をなす外皮とバルーン壁および
バルーン内部の空気がその振動のエネルギーを円滑に吸収し雑音声は少なく抑えられる。
【００３９】
使用されるスピーカーユニットにはねじ込み固定操作は加える事無く装置は組み上げられ
、長期使用によるスピーカーユニット剛性体部分への強度疲労が生じない。
【００４０】
本発明ではスピーカーユニットが外皮とバルーン壁で形成される空間に存在する。
【００４１】
振動板の後面から発生する音声波はこの空間で音圧を生じるが、空間の内面は全面柔軟な
部材からなる曲面形状の界面で形成されているため強い内部反響はおこさずに筐体構造を
振動させ速やかに減衰する。
【００４２】
この空間は小さなものであるが柔軟性を持つとともに外皮が各々糸の縫製で連結されてお
りパネルの各辺にそって通気する間隙をもち密閉されてはいない。
【００４３】
すなわち外界に開いている空間であり振動板にとって制動抵抗となる空気バネ効果は軽微
である。
【００４４】
結果、本発明によるスピーカー装置は使用されたスピーカーユニットの持つ特性に従った
振動板前方への音声を極めて忠実に放射させ得る新しい原理に基づくスピーカー装置とし
て機能する。また、身体に接する状態であれば心地よい体感音響振動を筐体全体から受け
ることが出来る効果を持つ。
【００４５】
本発明は当該スピーカーユニットの特性の範囲でソース音源情報に忠実な音声波を安定し
た球面波として放射する球形のスピーカー装置である。
【００４６】
本発明によって得られたスピーカー装置はその点音源としての特性と球体である事を生か
すため基本的な架台の構造は指向を安定させるいかなる方法にて架装、下垂、浮揚等によ
って設置してかまわないが、筐体が呈する心地よい体感音響振動を楽しむために直接身体
に接するように保持して使用することが出来る。
【発明の効果】
【００４７】
　小口径のフルレンジスピーカーユニットを使用し点音源再生によって優れた定位性をも
つ意匠性に優れたスピーカー装置を製作しうる基本原理を開発した。
【００４８】
軽量柔軟な部材をエンクロージャーとするスピーカー装置開発は従来の剛性部材での製品
と異なった意匠発展の可能性をもつ。
【００４９】
またその性能はスピーカーユニットの特性に加えて外皮、バルーンの材質に依存すること
からすぐれた振動低減材の利用などの余地がある。
【００５０】
人の耳と同等程度の小口径スピーカーユニットを使用した本発明によるスピーカー装置は
軽量で球形の頂点から音声が放射されるため、自在に指向を定められる。
【００５１】
そのため左右の耳に近接した位置で良好な定位感のある音声を聴取することもでき、ヘッ
ドセット以外では難しいとされるバイノーラル録音ソースの視聴を瞑想中などヘッドセッ
ト無しに楽しむ事が簡単にできる。また、身体に接した状態で保持すれば体感音響振動を
簡易に楽しむ効果があり、雷の轟きを模擬体験するような独特の音場感が得られる。
【００５２】
大口径ユニットやマルチウェイユニットを使用した装置などハイエンドユーザーを前提と
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した大音響装置には適さないが、特性が向上してきている小口径フルレンジスピーカーユ
ニットが可能にした、ニアフィールドで得られる独特の音場感を提供するために従来のエ
ンクロージャー設計を小型化するのでなく、独自の設計原理を提案した。
【００５３】
また本発明は装置単体として使用する以外に集合体としての構成を様々に行う事が出来る
球形状を持っている。
【００５４】
本発明のスピーカー装置はスピーカーユニット以外の部材がすべて有機体で構成される。
【００５５】
この音源からの音声には聴取者に対する心理的な癒しの効果が大きく期待される。
【００５６】
本発明に使用するボール外皮、設置に使用するための部材は、材料、色調の選択、形状等
に意匠性を加える自由度が高いという特徴を持つ。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】２インチ（５ｃｍ）規格のスピーカーユニットを使用した実施形態の左前方図で
ある。
【図２】この発明の、３インチ（８ｃｍ）規格のスピーカーユニットを使用した実施形態
を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００５８】
　本発明の図１に示した実施形態では皮革（合成皮革その他軟性重合物等含む）からなる
六角形２０枚、五角形１２枚のパネルを縫製する事によって形成される切頂二十面準正多
面体の外皮と内包されるバルーンで構成されるボールである公式サッカー五号ボールをエ
ンクロージャーとし、フランジが円形かつダンパー背面の空気がハウジング側面から抜け
るデザインの２インチ（５ｃｍ）フルレンジスピーカーユニット１個をボールの六角形の
パネル一つの中央にエッジ径に合わせて開口部を穿った部位にボール内面から開口部に向
けて設置し、バルーンを加圧してスピーカーユニットを保持させた。
【００５９】
必要部材は公式五号サッカーボール、フルレンジスピーカーユニット、スピーカーケーブ
ル、開口部パネル辺縁とユニットフランジの密着を保つ防振材のアダプター、以上である
。
【００６０】
装置の重量は公式サッカーボールが４５０グラム以内であり、約６００グラムとなる。
【００６１】
組上げ方法は次のごとくである。バルーンを脱気させた状態でスピーカーケーブルが結線
されたスピーカーユニットを開口部から外皮の柔軟性を利用してボール内に挿入し、開口
部に前面を向けて収める。開口部の対極近傍の任意のパネルにスピーカーケーブルを貫通
させるスリットを開け、ケーブルを外部に誘導する。開口部を下方に向け安定した架台に
置き、その状態でユニットフランジと開口部内面の間に防振マットアダプターを必要に応
じて挟みバルーンを加圧していく。開口部からエッジと開口の位置を確認しつつ固定され
るまで加圧を行なう。この時ケーブルがボール内で過度に緊張しないように注意する。最
終的に開口部にスピーカーユニットが正対している事を確認する。（図２参考。）
【００６２】
既存のサッカーボールの素材のうち、ブチルゴム製のバルーンでは耐熱性が摂氏１４０度
と高く直接スピーカーユニットマグネット部に接することで問題を生じないが、天然ゴム
バルーンについてはグラスファイバー性のメッシュあるいはシリコンゴムマット等を熱の
緩衝材としてバルーンとスピーカーユニット後面との接触面に挟むことがのぞましい。バ
ルーンをシリコンゴムで製造することも出来る。
【００６３】
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ステレオスピーカー装置としては定位性の要求に応じてスピーカーユニット前面を任意に
指向させて使用しうる。あるいは期待する音場形成に従って天地方向に指向させる、水平
方向でユニットを背中合わせに指向させるなどによって球面波の無指向性音場を楽しむ事
も出来る。直接身体に接するように抱えるように保持して体感音響振動を感じながら聴取
するとニアフィールドに適した小出力のスピーカーユニットで低音域も含めた豊かな臨場
感に包まれて音楽を楽しむ事が出来る。
【００６４】
本発明の２つめの実施形態は図２のごとく３インチ（８ｃｍ）規格のスピーカーユニット
を使用した例である。
【００６５】
組み上げ法は同一で、六角形パネルにほぼ内接する直径約７５ｍｍの円形に開口部を開け
る。やはり外皮が柔軟な事を利用して直接そこからユニットを内部に挿入することができ
る。使用方法は図１の装置に準じるが、この規格では特性の優れたフルレンジスピーカー
ユニットを選定すると、高音質のスピーカー装置として聴取者を満足させるものとなる。
【００６６】
本発明の３つ目の実施形態は任意の対極にある六角形パネルに開口部を持ち２インチ（５
ｃｍ）規格のスピーカーユニット２個を各々にユニット前面を開口部に向け挿入保持する
ものである。スピーカーケーブルは４線一体の物を使用することが望ましい。
【００６７】
この形態は極めて聴取者の耳に近い距離（１０数ｃｍ～１ｍ程度）で使用すると豊かな音
場の広がりが得られる。また筐体自体を抱える、後頭部に枕のように接触させる、フロア
に寝転んで床と胸の間に転がし身体に接触させる、などの方法で体感音響振動を得ながら
聴取することが出来る。ステレオ再生はもちろん、バイノーラル音源でも体感音響振動の
要素を加えて楽しめる。
【符号の説明】
【００６８】
１　小口径フルレンジスピーカーユニット（図では３インチ規格相当）　２　防振マット
アダプター　３ボール外皮パネル　４　加圧されたバルーン　５　スピーカーケーブル
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